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Ⅰ 現状と課題 

１ 現状認識 

「2020年代に向けた教育の情報化懇談会に関する懇談会」

中間とりまとめでは，「いかに教員の指導力を向上させ，

子供の資質・能力を高めるか，そのために必要な環境は何

かといった，あるべき教育現場の姿をふまえ，2020年代に

向けた教育の情報化を推進することが重要である」と述べ

られている。 

教育現場では，急激な情報化の波に対応すべくＩＣＴに

係わる環境の整備を年々進めているが，地方公共団体によ

り整備の必要性の理解に差が生じ，整備状況の大きな格差

につながっているのが現状である。また，日常的な情報ツ

ールの活用が進んでいるかといえば，教員の指導力に差が

見られ，なかなか難しい状況にある。 

２ 課題分析・アプローチの視点 

第２期教育振興基本計画では，どのような授業にＩＣＴ

を活用すべきかについて目標とされる水準等が明確に示さ

れていない。また，十分な環境を整備するには多額な予算

が生じることが，情報教育推進の大きな壁となっている。 

鎌ケ谷市は，千葉県の北西部，北総台地のなだらかな緑

の大地の上に広がる人口約 11 万人の都市である。市内に

は，東武野田線・新京成線・北総線・成田スカイアクセス

線の鉄道４線と道路網が発達しており，都心から２５キロ

メートル圏内にあることから，首都近郊の住宅都市として

発展している。学校数は小学校９校，中学校５校である。

そのため，鎌ケ谷市では市内小中学校 14 校をひとまとま

りとして，今でき，かつ，今必要な環境整備を校長会と教

育委員会とで検討し，情報教育環境整備を推進している。 

 

Ⅱ 研究の概要 

１ 情報ツールの活用を推進するための取組 

⑴ 情報ツール環境の整備 

 平成 28 年度より小中学校同時期のコンピュータリ 

ニューアル 

⑵ 学習支援に係る情報ツールの活用 

 ①ノートパソコンからタブレット型へ 

 ②児童の情報ツール活用能力の向上   

③外部講師を招聘しての各種ソフトウエア研修の推 

 進 

⑶ 校務支援に係る情報ツールの活用 

  ①校務支援ソフトの積極的な活用 

 ②校務パソコン認証システム   ほか 

⑷ 情報モラル教育の推進 

 ①モラル教育ソフトの活用 

 ②情報モラル研修の推進 
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２ プログラミング教育の推進 

⑴ プログラムって何だろう？ 

～外部講師の招聘による研修会の実施 

 ・プログラム（動作の手順）をフローチャートを使っ   

 て，実際に書いていろいろな仕掛けを簡単な図式で整

理する学習。 

⑵ 北部小学校の実践 児童用タブレット３０台 

 平成２９年１１月 第２学年 生活科 

 ・単元名 パソコンとなかよし(５時間計画)  

  最初にアンプラグドの授業として，身近にあるブ 

ロック(ワイズインテグレーション社ソフト「ゾビー

ゴ」付属)を使用し，どのように命令すれば自分が意

図した活動に近づくことができるのかを考えさせ，遊

び的要素を入れながら能動的に働きかける活動をす

る中で，タブレットを使用して意図した処理を行わせ

るために必要な論理的思考を養う授業の実施→各学

年へ段階的に発展させる年間計画を作成。 

 

Ⅲ 成果と課題  

１ 成果 

 ⑴ 情報活用能力の育成の学習過程の構築 

⑵ 情報教育の視点を取り入れた授業モデルの提示 

⑶  校内研修のあり方 

⑷ 校務支援情報ツール環境の整備 

２ 課題 

 ⑴ 教員の情報ツール 活用指導力の更なる向上 

⑵  プログラミング教育についての指導事例の充実 

⑶  「『２０１８年度以降の学校におけるＩＣＴ環境の

整備方針』で目標とされている水準」に向けた環境の

整備 

⑷ 情報モラル教育の充実 

 

Ⅳ 提言 

１ 校長として子ども主体の授業づくりを常に大切に職員

に指導しつつ，今後とも情報教育の推進を図っていく。 

  情報ツールはあくまでも「道具」であり，目的あって

のものである。情報ツールの活用に限らず，目の前の子

どもの実態をしっかり把握し，「付けたい力」を見極め，

そのためにどのような授業を創造すべきか，日々考える

ことが教員の仕事である。児童にとって目的意識があり

必要感のある場を創造した上で，情報ツールの活用が有

効であると認められてこそ導入するものである。 

２ プログラミング教育の方向性を見極める。 

様々な内容のプログラミング教育が行われている昨

今，児童の実態を十分に吟味把握し，目的に即したプロ

グラミング教育の内容であるか確認していく。 

情報社会を生き抜く子どもを育てる情報教育の推進 
～情報ツールの活用や情報モラルも含めて～ 
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